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武山小学校 生活のきまり 
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このきまりは、一人ひとりがより良い学校生活を送っていくために決めたものです。 

「きまりを守る」ということは、集団生活を送るうえで最も大切なことです。 

また、小学校の時期に「きまりを守る」ことをしっかり身に付けることで、 

小学校生活、また卒業後も気持ちよく生活できるようにしましょう。 

武山小学校 4 つの授業規律 

      ①2回目のチャイムで授業開始。（1回目のチャイムで遊びをやめる） 

      ②人の話を最後まで聞く。 

      ③名前を呼ばれたら返事をする。 

      ④学習の準備をきちんとする。 



Ⅰ 命を大切にしよう    

１ 通学について〈交通ルールを守り、安全な登下校を心がけよう〉 

①登校時間を厳守する。（８：１５～８：２５） 
・８：１５から昇降口に入り、８：２５には朝の会、朝学習を始められるよう登校すること。 

  ②下校時刻（6時間授業の場合） 

・１５：４０ 

③通学路を通って登下校をする。 

④校門・ミーティングルーム横の歩道以外から出入りしない。 

⑤一旦登校した後は校内から出ない。忘れ物などした場合は、担任の先生に相談する。 

⑥校庭を横切ったり、側溝の上を歩いたりしないで、コンクリートのところを通る。 

   ⑦校庭やアスレチック、昇降口前での遊びはできない。 

⑧８：１５のチャイムがなり終わってから昇降口に入ることができる。 

⑨登下校の際に買い食い・買い物をしてはいけない。 

 ⑩駐車場を横切ったり、人の家の庭などを通ったりしない。 

 

Ⅱ 学校生活に適した身だしなみにしよう 

１ 身だしなみについて〈落ち着いて学習に取り組める身だしなみを心がけよう〉 

①極端に肌を露出した服装などにしない。 

全ての学習活動（清掃活動を含む）などに適した服装にすること。 

②冬場のコート類・ネックウォーマー・マフラー・手袋などを着たり付けたりして授業を受けない。 

 リップクリームは、色つきやラメつき・匂いつきなどのものは、使用しない。 

 カイロは、授業中出したり、友達同士での貸し借り、遊んだりはしない。 

  ③装飾品（ピアス・エクステ・ネックレス・チタンリング・ミサンガ・指輪など）を着用しない。持ってこない。 

  ④マニキュア・ペディキュア・シールなど爪に装飾してこない。 

  ⑤通学靴は運動靴とする。体育の授業に適するものとする。 

   足首まで覆う靴・厚底・スパイクは、履いてこない。 

  ⑥上履きには、記名する。（つま先は、学年クラス・氏名／かかとは、氏名） 記名以外しない。 

   上履きを忘れた時は、担任の先生に言う。 

２ 髪型について〈健康的な生活を送れるようにしよう〉 

  ①パーマ・カール・染色・脱色などはやめましょう。 

  ②整髪料はつけません。 

  ③エクステ（ヘアエクステンション）は、装飾品にもあたるためつけてはいけません。 

 

Ⅲ 学習のルールを守り、すすんで学ぼう 

１ 持ち物について〈集中して学習に取り組めるようにしよう〉 

  ①学習に不必要なものは持ってこない、つけてこない。（不要なトラブル防止のため） 

  ②食品類の持ち込み・交換・受け渡しは、通学時も含め禁止。 

   但し、授業で使用する食品は、この限りではない。 

     ・子どもから子どもへのお土産などの受け渡しは行わない。 

  ③持ち物全てに記名すること。        - 1 - 

  ④通学時に使用するカバンは、背負えるものとする。カバンにキーホルダーやバッヂの類はつけない。 



  ⑤学習道具は毎日持ち帰ること。（決められた教科書・ノート以外は学校に置いておく。） 

  ⑥携帯電話は持ち込まない。（持ってきてしまった場合。トラブル防止の為に回収し職員室で保管。 

               後日保護者の方に取りに来ていただく。） 

  

２ 筆記用具について〈使いやすい筆箱の中身にしよう〉 

 ①筆箱には一切、キーホルダー・ストラップ・人形などを付けない。 

②筆箱の中身は、各学年で指定されたものをそろえる。 

   ・１年生  ・・・鉛筆４～５本・消しゴム・赤鉛筆 

   ・２～4年生・・・鉛筆４～5本・消しゴム・赤鉛筆・ミニ定規 

   ・５～６年生・・・鉛筆４～５本・消しゴム・色ペン（赤と青１本ずつ）・ミニ定規 
   ・シャーペンは、全学年使用しない。 

 ・けしゴムは、全学年シンプルなもの。   

 ・ミニ定規は折りたたみ式ではないもの。 

Ⅳ 学校・社会の基本的なルールを身につけよう 

１ 校内の過ごし方について〈マナーを守って安全な学校生活を送ろう〉 

   ・廊下や階段は走らない。右側を歩く。 

   ・特別教室への移動は並んで静かに移動する。 

   ・子ども達だけで勝手に特別教室に入らない。 

   ・職員室や事務室などには、クラスと名前、用件を言ってから入室する。 

２ 休み時間の過ごし方について〈楽しく安全に過ごせる休み時間にしよう〉 

 ①校庭の使い方 

 ・体育館側のサッカーコートは、中休みを４年生、昼休みを６年生がそれぞれ使用する。 

 ・アスレチック側のサッカーコートは、中休みを２・３年生、昼休みを５年生がそれぞれ使用する。 

 ・サッカーコート以外の場所は、どの学年が使用してもよい。 

 ②アスレチック・バスケットコートの使い方 

 ・アスレチックを使って鬼ごっこをしない。 

 ・バスケットコートは、４年生以上が使う。使える曜日を守る。（中休み・昼休み） 

  月曜日…６年  火曜日…５年  水曜日…４年  木曜日…６年  金曜日…５年 

 ③ノーサッカーデー 

 ・火曜日は、サッカー遊びをしない。 

 ④防球ネットにむかってボールを投げたり蹴ったりしない。 

  また、よりかかったり、くぐったりしてはいけない。 

 ⑤クラスボールについて 

 ・ノーサッカーデーの時は、サッカーボールを教室から持ち出さない。 

 ・軟球はノーサッカーデーのときのみ使用できる。 

 ⑥遊んではいけない場所について 

 ・アスレチック前のコンクリートから校門までのコンクリート。（黄色い線の下には行かない） 

 ・校舎の中や体育館のまわり、その他コンクリート部分、緑の国でボール遊びはしない。 

 ・危険なところでは遊ばない。（フェンスに登らない）玄関前の受水そうの上、給食室側のがけ 

  正門の上やまわり、アスレチック下の階段、黄色のテープが張ってあるところ 

 ・緑の国は整備が完了するまで遊べない。 

 ・朝の時間は、一棟と二棟の間のコンクリート部分で遊ばない。 

 ・防球ネットの裏では遊ばない。         - ２ - 



 

 ⑦内遊びの日は、校舎内で静かに過ごす 

 ⑧雨が降っていない時の（内遊び）の遊び場所について  

 ・コンクリート部分で遊んでもよい。 

 ・アスレチックの場所（ボール遊び禁止） 

３ 体育の時間について〈運動に適した服装で体を動かそう〉 

①体操服に着替えることができるのは、朝・中休み・昼休みとする。 

（３、４時間目体育の時は給食前に着替える） 

 朝練習があるときのみ、体操服を直接着てきてもかまわない。 

（着替えの洋服を持ってくる。着替えて帰る。） 

②体操服（長袖・長ズボン又は半袖・半ズボン）を着る。色帽子をかぶる。 

  ただし、色帽子は授業内容によってかぶらない場合もある。 

③寒いときは、体操服の上にトレーナー・長ズボンを着てもよい。 

 また、長袖、長ズボンを着る際、必ず下に体操服を着ること。 

   次のものは準備運動も含め、ケガ防止のため禁止とする。 

 ・コート類・ジャンパー類 

・フード付きの服・セーター類・カーディガン類・パーカー 

・金具（チャック・ボタン）・ひもなどが付いているもの 

・カチューシャ・ネックウォーマー・手袋・ピアス・イヤリングネックレス・鍵などの装飾品 

④寒い時は、タイツ・スパッツ・レギンスを履いても構わない。 

 但し、柄物や派手なものは禁止。黒系・紺系・茶系・グレー系のものに限る。 

⑤運動に適さないソックス類や靴は禁止。 

  ⑥洗濯が間に合わないなど、やむを得ない事情があるときは運動できるハーフパンツと 

   白 T シャツ（柄やロゴが入っていてもよい）を着てもよい。ただし、着てきた衣服とは別に持ってくること。 

  

４ 放課後の校庭開放について〈約束を守って楽しく遊ぼう〉 

①時間を守って遊ぶこと。 

  ４月～９月 １７時まで   １０月～３月 １６時まで 

 ②自転車は決められた場所（門から入ってプール前の手すりの下）に並べて置く。校庭で乗らない。 

③木製・金属製バット、軟式球、硬式球、スケートボードやローラースケート等の使用は禁止。 

 ④お菓子やジュース類の飲食は禁止。（水筒での水分補給は可） 

  持ってきたものやゴミは必ず持ち帰る。 

 ⑤放課後、休みの日も「みどりの国」には行けない、遊べない。 

 

 ５ その他 

①帰宅後は、校舎に入らない。 

   帰宅後、忘れ物など取りに学校に来るときは、必ず職員室に許可をもらって入る。 

②日常生活において学区外に行くときは、保護者の許可を得ること。 
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